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「
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
」��

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
65
歳
未
満

の
方
を
対
象
に
①
60
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
、

②
1
年
以
上
の
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者

期
間
が
あ
る
こ
と
、
③
老
齢
基
礎
年
金
の
資

格
期
間
を
満
た
し
て
い
る
こ
と（
保
険
料
を

納
め
た
期
間
と
免
除
さ
れ
た
期
間
を
合
わ
せ

て
10
年
以
上
あ
る
こ
と
）
の
３
つ
の
条
件
を

満
た
し
て
い
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

受
給
権
が
発
生
す
る
方
に
は
、
3
カ
月
前

に
日
本
年
金
機
構
か
ら「
年
金
請
求
書
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

生
年
月
日
に
応
じ
て
受
給
開
始
年
齢
が
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

未
支
給
年
金
請
求
の
手
続
き
は��

お
済
み
で
す
か
？

　

年
金
受
給
権
者
が
死
亡
し
た
月
ま
で
の
年

金
を
受
け
て
い
な
い
場
合
、
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
た
ご
遺
族
は
未
支
給
年
金
の
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
求
で
き
る
遺
族
の
範
囲
は
、
3
親
等
内

の
親
族
と
な
っ
て
い
ま
す
。
順
位
は
、配
偶
者
、

子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
そ

の
他
3
親
等
内
の
親
族
の
順
位
と
な
り
ま
す
。

　

請
求
書
は
年
金
の
死
亡
届
も
兼
ね
て
い
ま

す
の
で
、お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

③�

不
在
票
が
無
く
、
ご
本
人
以
外

が
受
け
取
る
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
。
様
式
は
、
串
間

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

※�

商
品
券
の
準
備
や
本
人
確
認
に
時
間
を

要
す
る
た
め
、
事
前
連
絡
の
な
い
来
庁

に
は
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

本
事
業
は
、
国
の「
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」の
補

助
お
よ
び
県
の「
宮
崎
県
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
等
発
行
事
業
」を
活
用
し
て

い
ま
す
。
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申

納
期
限
と
口
座
振
替
日
の
お
知
ら
せ

６
／
30（
月
）は
、

・
市
県
民
税（
１
期
）

・
介
護
保
険
料（
２
期
）

の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
で
す
。
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
場
合
は
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

��

税
務
課
管
理
係　
☎
72

－

１
１
１
５

串
間
市
物
価
高
騰
対
策
応
援
商
品
券

に
関
す
る
お
知
ら
せ

●�

使
用
期
限
に
つ
い
て

串
間
市
で
は
、
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
負
担

を
強
い
ら
れ
て
い
る
消
費
者
を
支
援
し
、
市

内
経
済
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
令
和

７
年
１
月
１
日
時
点
で
串
間
市
に
住
民
登
録

の
あ
る
各
世
帯
に
5
，0
0
0
円
分
の
応
援

商
品
券
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
使
用
期
限

は
、
令
和
７
年
６
月
30
日（
月
）ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

問

●�

商
品
券
を
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
方
の
対

応
に
つ
い
て

郵
便
局
か
ら
の
配
送
で
受
け
取
ら
れ
な
か
っ

た
商
品
券
は
、
市
で
お
預
か
り
し
て
お
り
ま

す
。
対
象
者
で
、
商
品
券
を
受
け
取
ら
れ
て

い
な
い
方
は
、
左
記
の
方
法
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

【
受
け
取
り
方
法
】

①�

商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
推
進
課（
☎
55

－

１
１
２
７
）ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

②�

ゆ
う
パ
ッ
ク
ご
不
在
等
連
絡
票（
不
在
票
）

と
身
分
確
認
書
類
を
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
推
進
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

５/12（月）、道の駅くしまにて「日本のひなた宮崎�
国スポ串間市実行委員会第一回総会」が行われました
　「第81回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会」
が宮崎県で開催されることが正式決定され、串間市では弓道
競技が令和９年９月２7日から30日までの４日間、自転車競技
（ロードレース）が同年10月３日に実施されることになりました。
　これを受けて、本市でこれまでに２9名の委員などで組織さ
れていた準備委員会に経済団体などの関係機関から新たに3６
名の委員を加えた実行委員会へ格上げされ、第１回目の総会が
開催されました。総会では令和７年度の事業計画や収支予算
の審議が行われました。
　実行委員会会長である島田俊光市長は「国民スポーツ大会は、
市民総力で取り組む必要があることから、多くの方々のお力
添えをいただきながら、
より強力な体制で大会
の成功に向けて準備を
進めてまいりたい。」と
話しました。

ランドセルカバーと防犯ブザーで通学時の安全に寄与
　串間地区交通安全協会は今年度入
学した市内の小学校新１年生にランド
セルカバー130枚を贈呈しました。こ
の贈呈はドライバーが認識しやすい黄
色のランドセルカバーを付けて安全に
登下校できたらと毎年行われていま
す。３/２６（水）に教育長室で行われた
贈呈式では同協会の井手徳

のり
康
やす
会長ら

が出席。教育長へ手渡しました。井手
会長は「ちょっとした気のゆるみで子
どもたちの事故は増える。黄色で目立
つので最初の１年は使用して安全に登
下校してもらえたら」と話しました。

　串間地区生コン事業協同組合は、
今年度入学した市内の小学校新１年
生に防犯ブザー150個を贈呈しまし
た。この贈呈は通学時の安全対策に
つなげてもらおうと毎年行われてい
ます。３/２６（水）に教育長室で行わ
れた贈呈式では同組合の村中弘

ひろ
行
ゆき
理

事長らが出席。教育長へ手渡しまし
た。村中理事長は「毎日の登下校中
の防犯対策なので使わないのが１番。
もしもの時に鳴らして安全を求めて
もらえたら」と話しました。

農
家
の
皆
さ
ま
へ
使
用
残
農
薬
の��

回
収
を
行
い
ま
す

J
A
み
や
ざ
き
は
ま
ゆ
う
地
区
本
部
で
は
、

使
わ
な
く
な
っ
た
農
薬
に
つ
い
て
適
正
な
処

分
・
回
収
を
実
施
し
ま
す
。
処
分
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
以
下
の
と
お
り
回
収
場
所
へ
の

持
ち
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

回
収
日
時
＝
７
／
７（
月
）�

�

9
：
00
～
11
：
30
ま
で（
時
間
厳
守
）

●�

回
収
場
所

・�

串
間
配
送
セ
ン
タ
ー�

�

（
串
間
・
北
方
・
本
城
・
都
井
）

・�

南
郷
選
果
場（
市
木
）

※�

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
J
A
み
や
ざ
き

は
ま
ゆ
う
地
区
本
部　

資
材
課（
☎
23

－

5
1
3
8
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「�

介
護
の
届
出
制
度
」を�

�

ご
活
用
く
だ
さ
い

介
護
の
資
格
を
持
つ
方
を
継
続
的
に
支
援

す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
届
け
出
さ
れ
る
と
、

求
職
活
動
の
支
援
の
ほ
か
、
福
祉
の
仕
事
に

関
す
る
最
新
情
報
の
提
供
、
資
格
取
得
や
研

修
に
関
す
る
情
報
の
提
供
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、介
護
福
祉
士
の
方
は
、

法
律
に
よ
り
離
職
し
た
際
に
届
け
出
す
る
こ

と
が
努
力
義
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
の

資
格
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

介
護
福
祉
士
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
、
介

護
職
員
実
務
者
研
修
、
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
研
修
１
級
・
２
級
、
旧
介
護
職
員
基
礎

研
修
、
生
活
援
助
従
事
者
研
修
、
介
護
の
入

門
的
研
修
で
す
。

届
け
出
は
ス
マ
ホ
で
、
こ
ち
ら

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
簡
単
に

で
き
ま
す
。

　

��

社
会
福
祉
法
人
宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会

宮
崎
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー�

�

☎
0
9
8
5

－
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－

9

�

7

�

4

�

0

�

�
�

F
A
X
：0
9
8
5

－

27

－

0
8
7
7

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
お
知
ら
せ

看
護
師
に
な
り
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
高

校
生
・
社
会
人
の
方
を
対
象
と
し
た
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
下
記
の
日
程
で
開
催
い
た

し
ま
す
。
看
護
技
術
体
験
を
在
校
生
と
一
緒

に
し
ま
せ
ん
か
？
現
役
で
看
護
師
を
し
て
い

る
卒
業
生
の
お
話
も
聞
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

問

加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
日
南
看
護
専
門
学

校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
以
外
に
、
ご

希
望
の
方
に
は
事
前
申
し
込
み
の
上
、
個
別

で
の
学
校
説
明
・
見
学
も
行
い
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

日
程
＝
６
／
15（
日
）、
７
／
27（
日
）、��

８
／
17（
日
）、
９
／
21（
日
）

●�

時
間
＝
10
：
30
～
12
：
00

●�

場
所
＝
日
南
看
護
専
門
学
校（
日
南
市
木

山
2
丁
目
4

－

16
）

●�

特
典
＝
参
加
者
は
受
験
料
免
除（
今
年
度

受
験
の
方
）
の
他
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
。

●�

申
込
方
法
＝
当
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
入
力

フ
ォ
ー
ム
か
ら
送
信
、
ま
た
は
電
話
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
期
限
＝
実
施
日
の
2
日
前
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

��

日
南
看
護
専
門
学
校�

�

☎
0
9
8
7

－

23

－

1

�

8

�

8

�

3

�

�
�

（
電
話
受
付
は
平
日
9
：
00
～
17
：
00
）��

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド�

ら
く
ら
く
出
張
申
請
の
ご
案
内

●�

出
張
申
請
と
は
…

・�

好
き
な
場
所（
自
宅
・
施
設
・
病
院
・
職
場

な
ど
）で
申
請
で
き
ま
す
。

・�

無
料
で
出
張
し
ま
す
！！

・�

申
請
時
間
は
、
お
１
人
さ
ま
10
分
程
度
！！

・�

カ
ー
ド
も
自
宅
ま
で
お
届
け
い
た
し
ま
す
！！

・�

申
請
希
望
者
１
名
で
も
お
申
し
込
み
可
能
で
す
。

問
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